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は逆に軟1ヒ症群では有意に低値を示し，粗髭症群では高

値を示した．また大腿骨の摂取率と全身残留率は高い相

関（r＝0．86）を認めた．骨X線像は各疾患群で典型的な

所見を呈した，

21．骨格筋病変における骨スキャンの有用性について
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　骨スキャンにて発見された多発性筋炎の一例を以前報

告したが，本邦では骨格筋病変の骨スキャンの報告は乏

しい．骨格筋病変10例（多発性筋炎6例，出血性梗塞1

例，その他3疾患各1例）について骨スキャン，67Gaス

キャン，99mTc－MDPによるSPECT（2例のみ）につい

て報告した．（1）骨スキャンは骨格筋病変のactivity・分

布を知るのにきわめて有用．（2）　67Gaスキャンは，骨ス

キャン所見との不一致がかなり多い．（集積機序異なる．）

伴用好しい．（3）99mTc－MDPのSPECTは，あまり役

立たないと推測した．（4）骨格筋病変における骨スキャ

ンはきわめて役立つにもかかわらず，あまり有効に利用

されてはいない．もっと積極的利用をおすすめしたい．

（5）大腎筋の出血性梗塞の骨スキャン所見は，まだ文献

的に報告されていない．

321

23．転移性骨腫瘍における骨シンチグラムとMRIの対

　　比検討
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　悪性腫瘍の骨転移巣の検索はその治療法の決定と予後

の推定に重要な情報を提供する．そこで骨シンチグラム

とMRIとの併用による骨転移巣の検索を試みた．

　99mTc－HMDPによる骨シンチグラムで全身像（正面，

背面），多方向のspot像を撮像し，異常集積を認めた部

位をMRIで撮像した．

　骨シンチグラムで異常集積を認めた部位にMRIで腫

瘍を認めた．

　悪性腫瘍の骨転移巣の検索として，まず骨シンチグラ

ムにより全身をcheckし，異常集積部をMRIで精検す

る方法は有用と考える．

22．骨シンチグラフィで肺野に集積をみた1例について
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　悪性関節リウマチの一例で，血清Ca値が正常範囲内

であったにもかかわらず，剖検で肺胞壁，中小の筋性動

脈の中膜に石灰沈着を認めた症例を経験した．臨床的お

よび単純X線像にて，明らかな肺の変化をとらえる以

前に，骨，Ga両シンチで肺野にびまん性の集積像を得，

その4か月半後に，患者は呼吸不全で死亡した．以上よ

り，骨シンチは肺の石灰化像をとらえるのに鋭敏な検査

であり，肺野にびまん性に集積するような例の予後は，

あまり良好でないと推測された．
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